
海洋教育パイオニアスクール実施記録
八王子市立片倉台小学校6年生

2019年12月21日（金）実施
八王子市立片倉台小学校



実施概要
【協力】一般社団法人 葛⻄臨海・環境教育フォーラム（葛⻄臨海たんけん隊）
【対象】 八王子市立片倉台小学校６年生 ２クラス ４６名（１組２３名、２組２３名）
【時間】 ２０１９年１２月２０日（金） １組：３〜４時間 ２組：５〜６時間
【教科・単元】 教科：理科 単元：生きもの同士のつながり"
【講師】⽯丸隆（東京海洋⼤学名誉教授）、根本真⼸（おくたま地域振興財団）、宮嶋隆⾏（葛⻄臨海たんけん

隊）
【助成】平成31年度海洋教育パイオニアスクール事業
【ねらい】ちりめんモンスターの観察を通して生物多様性を実感してもらうと共に、海の生きもののつながりを身

近に感じてもらう。
【目的】ちりめんモンスターの観察を通じて「プランクトン」を認識し、生物同士の関係（食物連鎖）やバランス

を考える。
■テーマ：
①海には多様なプランクトンがいる（多様性）
②多くの海洋生物は、子どものころはプランクトン（生活史）
③多くの生き物がプランクトンを食べている（食物連鎖関係）

■達成目標：
①「ちりモン」のソーティング（仕分け作業）を通じて、海の生物の多様性を実感する。
②一般的によく知られている海洋生物（カニ、魚など）の幼生プランクトンを２種類以上見つけ出し、多
くの海洋生物が生活史の中でプランクトンの時代を持っていることを知る。
③小さな生物の観察を通じて食物連鎖をイメージする。 "
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授業構成
項 目 内 容

５分 1．海の無い八王子で海洋教育を⾏う理由
2．メンバーの紹介

５分
テーマ
「海の中には、小さな生きものが食べている、
「もっと小さな生きもの」がいるはず・・。それが
プランクトン

1）質問１「海の生きものと言えば？」
2）質問２「ではその生物が食べているのは？」「そのまた生物が食べているの
は・・」
3)多くの海の生物が「プランクトン」 =浮遊生物が食べている。今日はそれを観察

５分 ・ちりモンとは？
・「ちりモン」ってなぁに？
・加工食品された「ちりめんじゃこ」の加工前に分類されたものだから、食べるの
NG！トゲトゲがあることも要確認！

１５分 観察
テーブルの真ん中に置かれたトレーにちりモンを配布
１）⾃分の⿊画⽤紙にちりモンを一掴み取る
２）肉眼とルーペで観察
３）画⽤紙に似たものを分ける〜枠線や特徴、発見を書き⼊れる

１０分 代表的なちりモン紹介 顕微鏡で数種類を画面に映し出して解説
＞無脊椎動物の幼生プランクトン、魚類など数種類

5分 観察継続
おすすめちりモンの選定

・⿊画⽤紙でグループわけをしながら、各⾃イチオシのチリモン、「オシモン」を決
めよう
・さらにグループごとにグループとしての「オシモン」を決定

５分 休み時間

１０分 各班のおすすめちりモン「オシモン」の紹介
顕微鏡で数種類を画面に映し出して解説
・各班からオシモン紹介
・⽯丸先生から補足の解説

１０分 マイオシモンの特徴をスケッチ！
・⾃分の「オシモン」を選ぶ
・形（細⻑、太め、四角など）、模様（斑点、縦縞、横縞など）、部位の⼤きさ（頭
や目など）、トゲ、鋭い⻭、ヒレの数など気づいた特徴をスケッチ

１５分 まとめの解説
・プランクトンとは何か、変体の解説
・海洋生物の生活史の解説
「海の生きもの、小さい時はプランクトン」

・食物連鎖と生態ピラミッド
終了

3



なぜ「葛⻄臨海たんけん隊」なのか
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なぜ海洋教育を⾏う団体が海の無い八王子で海のことを教えるのか？
海をきれいにしよう、と海辺に住む人たちがいくら願って活動しても、川、そして
源流である山に住む人たちの協力が無ければ海はきれいになりません。だから、山
から川にかけての流域に住む人たちに、身近ではない海のことを思い起こしてもら
うために海洋教育を⾏っています。



海の生きものと言えば？
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「海の生きもの」と言って思い出す生物をどんどん言ってもらい、根本先生が
板書したり、根本先生が描いてきたイラストを貼りだします。その上で、海の
中の「食べる食べられる」の関係を矢印で示していきます。



今日は何を観察するの？
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モニターにはチリメンジャコを投影。これらは「カタクチイワシ」の稚魚ですが、
食卓に上るチリメンジャコにはカタクチイワシ以外の生きものはほとんど⼊ってい
ません。カタクチイワシ以外の生物は⼊念に取り除かれているからです。
しかし、実際には海の中には様々な生き物がいます。今日はカタクチイワシ以外の
生き物たちが⼊った状態のものを観察します。
チリメンジャコの中に⼊っている見慣れない生き物（モンスター）なので、「チリ
メンモンスター」略して「チリモン」と呼んでいます。



観察
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チリモンとはどのようなものか、実際に観察します。なんという生き物かは後で学
ぶとして、とりあえず⾃己流で分類をします。色、形、好き嫌い、ルールは何でも
⼤丈夫。



チリモン紹介
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ある程度観察と分類が進んだところで、⽯丸先生がいくつかのチリモンをモニター
に投影して解説をしてくださいます。今日はいつもにもまして珍しいチリモンたち
が見つかったとのことでした。
つづいて、分類を通じて気になったチリモン、好きなチリモンを「推しモン」とし
て選び、ワークシートに貼り付け、スケッチをします。
配られたチリモン図鑑で調べたり先生たちに尋ねて名前と特徴を書き出し、さらに
班ごとの「オシモン」を発表してもらいます。
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まとめ
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海の中の「食べる食べられる」の関係を学びます。生態ピラミッドを通じて、チリモ
ンは動物プランクトンのグループにいること、そして、動物プランクトンが生態系の
中でどのような位置にいるのか、さらには生物多様性が生態系を維持するために重要
なものであることを理解します。



レアチリモン発見！！
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今日の授業では葛⻄臨海たんけん隊のチリモン授業でも例外的に珍しいチリモンが見
つかったとのこと。
フィロソーマ＝イセエビの子ども、ゴンズイ、ウキツノガイ、クチキレウキガイなど
など。特にウキツノガイはこれほどきれいな形で見つかったのは初めてだそうです。



児童のワークシート（一部）
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児童の「オシモン」です。チリモン図鑑や先生たちの話をしっかりと聞いてまとめ
てくれました。どれもとても上手です。
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